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試験目的

AC系窒素封入を停止した場合の、PCV内温度上昇へ

与える影響を事前に把握するとともに、RPV封入ラ

インで代替可能かを確認するために、窒素封入量変更

試験を実施。

アクション

窒素
供給
設備

RPVへ

ガス
管理
設備

PCVへ
（AC系より封入中）

窒素封入量減少時に一部のPCV内温度が上昇する

傾向が見られるため、AC系窒素封入量を減らすこ

とができなかった。

AC系ラインの隔離弁の点検等の実施が困難である

ため、より信頼性の高いラインからの供給が必要。

１号機窒素封入の課題１号機窒素封入状況

不活性雰囲気の観点からはAC系窒素封入

量低減可。

AC系を停止した際の影響の事前把握が必要
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工程

3無断複製・転載禁止 東京電力株式会社

窒素封入変更試験の実績

RPVRPV窒素封入量窒素封入量 ：：＋約＋約10Nm10Nm33/h/h
PCVPCV窒素封入量窒素封入量 ：：－約－約10Nm10Nm33/h/h
排気流排気流量量 ：調整無：調整無

RPVRPV窒素封入量窒素封入量 ：：＋約＋約66NmNm33/h/h
PCVPCV窒素封入量窒素封入量 ：：－約－約66NmNm33/h/h
排気流排気流量量 ：調整無：調整無

RPVRPV窒素封入量窒素封入量 ：：調整無調整無
PCVPCV窒素封入量窒素封入量 ：：－約－約66NmNm33/h/h
排気流排気流量量 ：：－約－約66NmNm33/h/h

試験実施前試験実施前

RPVRPV側の流量側の流量 ：：1414［［NmNm33/h/h］］

PCVPCV側の流量側の流量 ：：2222［［NmNm33/h/h］］

ガス管理設備排気流量ガス管理設備排気流量 ：：2727［［NmNm33/h/h］］

日時：日時：66月月1818日日((火火)) STEPSTEP①①実施後実施後

RPVRPV側の流量側の流量 ：：2424［［NmNm33/h/h］］

PCVPCV側の流量側の流量 ：：1212［［NmNm33/h/h］］

ガス管理設備排気流量ガス管理設備排気流量 ：：2727［［NmNm33/h/h］］

日時：日時：66月月2626日日((水水)) STEPSTEP②②実施後実施後

RPVRPV側の流量側の流量 ：：3030［［NmNm33/h/h］］

PCVPCV側の流量側の流量 ：： 66［［NmNm33/h/h］］

ガス管理設備排気流量ガス管理設備排気流量 ：：2727［［NmNm33/h/h］］

日時：日時：77月月33日日((水水)) STEPSTEP③③実施後実施後

RPVRPV側の流量側の流量 ：：3030［［NmNm33/h/h］］

PCVPCV側の流量側の流量 ：： 00［［NmNm33/h/h］］

ガス管理設備排気流量ガス管理設備排気流量 ：：2121［［NmNm33/h/h］］

STEPSTEP①①

STEPSTEP②②

STEPSTEP③③
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温度は安定している。

試験条件 ：保安規定138条格納容器内温度LCOを遵守すべく、格納容器内温度の「6時間あたりの上昇率から

計算された80℃到達までの時間」が24時間を下回った場合は試験を終了。

STEP1実施 STEP2実施

監視パラメータの状況（D/W HVH温度）

STEP3実施

D/W HVH温度の状況
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監視パラメータの状況(その他)と今後の予定
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ガス管理設備ダスト濃度

炉注水温度に応じて変動。

至近１ヶ月は26～30[℃]で推移。

PCV滞留水温度

水素濃度

通常の変動範囲監視パラメータ

その他監視パラメータ

予定

平成25年7月8日に試験を終了し、窒素封入流量(RPV側30Nm3/h)を維持する。

PCV側ライン(AC系ライン)については、当面バックアップとして使用し将来、代替ライ

ンが確保出来れば、運用廃止も含めて検討する。

その他の監視パラメータは安定している。

その他監視パラメータの状況
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【参考】1号機窒素封入系統概要図

→原子炉建屋内
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